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パスの特性と使用法についても言及している。第 3 章から第 5 章については，先行研究では充
分に取り上げられてこなかった表現についてコーパスを用いた分析を行っており，第 3 章で
は，Absolutely とその類義表現である Certainly と Definitely に，第 4 章では，Sure とその類義
表現である Of course に，第 5 章では，Exactly とその類義表現である Precisely に焦点を当てて
いる。各章では，それぞれの表現について，会話における聞き手による応答表現としての用法
をEFL/ESL辞書や語法書で確認し，その内容についてWordbanksOnlineを用いて検証している。
第 6 章では，第 3 章から第 5 章までの分析結果を総括し，特に後続の文脈との関係について，
本論文で分析対象とする語彙的な応答表現について考察するとともに，本論文の独自性と意義
及び今後の課題について述べている。 
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